
不安定就労状態、いわゆる職についていない若
者が、働き方を見つける方法として、キャリア
解放区さんと一緒に「アウトロー就活採用」
だったりとか「ナルシスト採用」といったプロ
グラムをいっしょに開発してやっているんです
けれど。

これだけ情報がたくさんある中で、本当に自分
に合った企業って若者たちも選べてないし、企
業も、本当に必要とする人材を選べてないん
じゃないかというふうに思っていますね。

真の課題解決を目指したいな、というふうに
思っているんですね。このアウトロー採用だっ
たら、それが実現できるんじゃないかな、と
思って立ち上げました。

今、日本では、無業状態にある若者の数は、
約５６万人と言われています。

若者の就業力・起業力強化の取り組みでは、そ
のような若者に対して、スキル強化や、もしく
は企業とのマッチングの取り組みを進めてきま
した。

そのような取り組みを進めていく中で、高いポ
テンシャルや感度を持っていながらも、敢えて
就職活動をしていない若者の存在に気がつきま
した。

企業側の採用担当が若者を目利きするっていう
ような位置づけではなくて、非常に普遍的な、
その抽象性の高いテーマについて話をして打ち
解けていくになかで、双方にとってここの会社
だったらいいよね。ないしは彼だったら、彼女
だったらいいよねといったごく自然な対話の中
で働き口を見つけるというプログラム。

アクセンチュアの企業市民活動
若者の就業力・起業力強化

多様な価値観の元に、新しい価値を生んでくれ
るはずだと。

わからないんだからとりあえずやるしかない。

若者の話に耳を傾ける。

目指したいものは、成熟社会のライフスタイル
とワークスタイルを変革していくこと。

アクセンチュアの企業市民活動の１つに「若者
の就業力・起業力強化」があります。
日本では若年層の失業率が大きな社会的課題の
ひとつとなっています。

アクセンチュアでは、働く意欲を持つ若者に対
し「就労支援、就労教育」また、起業家として
活躍していくことを促進するための「若手起業
家への支援、起業教育」など、多くの若者が希
望を持てるような社会づくり、就労機会の創出
を目指し、NPO法人と連携して取り組んでいま
す。

その取り組みの一つとして、高いポテンシャル
を持ちながら社会とのコミュニケーションのミ
スマッチにより不安定な就労状態にある若者の
就労を支援するマッチングプログラム「就活ア
ウトロー採用」をNPO法人キャリア開放区と一
緒に推進しています。

就活アウトロー採用
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社会課題の解決といったところが一つ。実際の
ビジネスとして新しい価値観を持った若い人を
組織に入れることによる活性化、新たな価値の
創出。
プロジェクトに取り組んでいるメンバーが新た
な学びを得てそれをまたビジネスの現場で発揮
するという３つの効果があるんじゃないかなと。

この2年間で約2000人の若者に参加していただ
きました。その内、約200人が就職の機会をえ
ることに成功しました。アクセンチュアではこ
の2年間で16人就職していただきました。

自分を受け入れている会社なんかないんじゃな
いかと思っていた時にこのアウトロー採用と出
会って、就職しました。
自分に何ができるのか、会社に貢献できるの
か、っていうところが、やっぱり不安があった
し、エネルギーを溜め込んでいる、という印象
が強かったです。でもアクセンチュアに入るこ
とによって出来ることがあるし、そういう思い
を今日はやっぱり伝えたいな、と思ってこのイ
ベントに参加しました。

普段、企業の方とじっくりお話することってな
かなかできないんですけど、結構経営者さんと
かともフランクに色々しゃべることができたの
が、よかったかなとは思いますね。

これまでこのプログラムを通じて６名採用させ
ていただきました。
このプログラムの良いところは、参加者が自分
をそのまま出しているところ。それが一番いい
ところだと思います。

進路選択で毎回悩んでいて、多様なバックグラ
ウンドを持った他の参加者の意見だとか、企業
の方とフランクに話せる機会ができたこと自体
は、とても良かった。
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アウトローに参加して、巡り合わせでアクセン
チュアに入社させていただいてそこで色々学ば
せていただいて。従来の就職活動の採用の方法、
そこで溢れてしまう価値、というものもあると
思うので、それを発掘するために、もう一つの
方法として、補う形で、深くパーソナリティを
知れる採用をしていると思います。

他の人の人生とか、周りの環境に、良い影響を
及ぼせる人になりたい、というのは思いました。

アクセンチュアの企業市民活動は“Skills to 
Succeed”という共有テーマで 推進されています。
2020年までに世界各地の300万人以上の人々に、
就業や起業のためのスキル構築の機会を提供す
ることを目標としています。
日本国内ではこの5つのテーマを掲げています。

非常に魅力的な人材に出会える場だと思います。


